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(1)設置目的
市民の集会、文化活動等の用に供し、市民相互の交流・ふれあい、市民の文化の振興
及び市民の福祉の向上を図る。

（５）総合評価シート（様式）

指定管理者制度導入施設の管理運営状況総合評価シート（令和３年度）

施設名 吹田市立山田ふれあい文化センター 所管部室課名 市民部市民自治推進室

２　指定管理者の概要

(1)指定管理者 大阪ガスビジネスクリエイト・国際ライフパートナー共同事業体

(2)指定期間 令和２年(２０２０年）４月１日　～　令和７年（２０２５年）３月３１日　（５年間）

所在地 吹田市山田東１－２８－９ 設置年月日 平成５年５月２３日

１　施設の概要

(3)選定方法 公募

(4)指定管理者
が行う業務内容

施設の管理運営業務

(5)指定管理者
の収支

令和２年度 令和３年度

計画 実施結果 計画 実施結果

収
入

委託料又は利用料金 51,485,000 51,485,000 51,294,000 51,294,000
自主事業収入 3,200,000 109,673 3,200,000 2,132,619

その他

支
出

管理経費 51,485,000 51,485,000 51,294,000 51,294,000

自主事業 3,200,000 204,229 3,200,000 2,387,151

その他

収支差額

３　施設の利用状況

利用状況を示す指標
令和２年度 令和３年度

計画 実施結果 計画 実施結果

利用件数（利用率） ― 2,353件（53.1％） ― 3,268件（53.3％）

利用人数 ― 22,711人 ― 36,006人

(2)規模、開館日
等

【規模】
　多目的ホール 　　２室
　会議室　　　　　　　２室
　音楽室　　　　　　　１室
　和　 室　　　　　　　２室
　料理実習室　　　　１室
　創作室　　　　　　　１室

【開館日等】
休館日：１２月２９日から１月３日、施設の点検
日
開館時間：午前９時から午後１０時



４　利用者ニーズの把握の状況

(1)把握方法 利用者アンケートの実施

(2)把握結果
主な意見として、次のものがあった。
・トイレの中に非常時連絡ボタンを付けて欲しい。

(3)結果を受けて
の対応状況

・建物及び設備の不具合などは、日々点検している。建物及び設備の不具合等については、補
修等を行い、必要に応じて市へ報告するなどの対応を行っている。利用者にとって使いやすい
施設になるよう努めている。

感染症拡大の影響により、計画どおりに実施できない事業が多くあった中で、ペットボトルアート
やロビーの季節に応じた飾りつけ等の事業に取り組んでいる。

５　管理運営状況に対する評価

項目 評価

(1)市民の平等な
利用の確保

１．管理運営の方針は、事業計画書に記載されている事項を遵守されていた。
２．平等利用の確保は、利用者の公平性が確保されていた。

(2)施設の効用
の発揮

非接触型の体温計の設置を行うなど、安全管理も徹底している。また、公衆無線LANの整備、
予約システム導入にあたっての利用者専用端末設置、利用団体の意向を踏まえ、ダンス用の可
動式大型スポーツミラーを設置、利用開始時から快適な温度で部屋を使用できるよう、おもてな
し空調の実施など、ニーズの高いサービスを充実させている。

(6)総合評価

管理を安定して行う運営体制をとっており、運営内容も、市民の平等な利用を確保し、施設の効
用を発揮しつつ、管理経費の縮減にも取り組んでいる。
新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う利用条件により、、施設利用者は減少したものの、吹
田市公共施設予約・照会システムの導入にあたっての利用者端末の設置など、利用者サービス
向上が図られている。

(3)管理を安定し
て行う人員、資
産その他の経営
規模及び能力

幅広い市民の交流の場となる管理運営方針のもと、安定的な運営をするために必要な人員及
び資格者を配置しており、職員に対する研修（専門研修や接遇研修等）も適切に実施されてい
た。
適正な施設運営のためマニュアルの整備、各種業務基準を制定し業務の平準化を図っている。
経理面についても適切に処理され、帳簿関係も費目ごとに分類され、管理が徹底されている。

(4)施設の管理
経費の縮減

ロビー照明の消灯や事務所電灯の間引きを実施、SMAPに基づく空調の温度設定を徹底、蛍光
灯のＬＥＤ化、節水のためトイレへの擬音装置の設置など、光熱水費や事務経費の節減に積極
的に取り組んでいる。

(5)その他


